
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 候補者 今回票数 前回票数 

当選 村松みえ子（共産党） 15,282 15,002 (次点) 

当選 古賀 俊昭（自民党） 23,895 27,381（次点） 

次点 執印まち子（ネット） 14,956 16,337（当選） 

 

 

東京都議選 市民と日本共産党の共同の勝利 

 

七
月
三
日
投
開
票
で
行
な
わ
れ

た
東
京
都
議
選
で
、
日
本
共
産
党

の
村
松
み
え
子
さ
ん
は
、
激
戦
に

競
り
勝
ち
議
席
を
取
り
戻
し
ま
し

た
。
定
数
二
の
日
野
選
挙
区
は
、

前
回
一
三
〇
〇
票
差
で
惨
敗
し
た

村
松
さ
ん
と
、
自
民
党
、
生
活
者

ネ
ッ
ト
の
現
職
と
の
激
し
い
選
挙

戦
に
な
り
ま
し
た
。 

 

民
主
党
が
ネ
ッ
ト
候
補
を
推
薦

し
、
公
明
党
が
自
民
候
補
を
推
薦

す
る
と
い
う
、
「
オ
ー
ル
与
党
」

に
よ
る
共
産
党
追
い
落
と
し
の
シ

フ
ト
が
ひ
か
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ

を
破
っ
て
の
勝
利
と
な
り
ま
し
た
。 

 

「
二
議
席
を
馬
場
市
政
与
党
に

独
占
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」

「
村
松
勝
利
の
た
め
に
共
産
党
が

好
き
な
人
も
、
そ
う
で
な
い
人
も

力
を
合
わ
せ
よ
う
」
と
、
窪
田
之

喜
弁
護
士
を
は
じ
め
、
四
月
の
市

長
選
挙
を
た
た
か
っ
た
党
派
を
こ

え
た
市
民
の
皆
さ
ん
が
「
日
野
市

民
の
代
表
を
都
政
に
送
る
会
」
を

結
成
、
運
動
を
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。 

 

 

投
票
率
が
前
回
選
挙
よ
り
下
が

る
中
で
得
票
数
を
前
回
よ
り 

二
八

〇
票
伸
ば
し
、
昨
年
参
院
選
比
例

選
挙
の
得
票 

（
七
七
七
二
票
）
を 

二
倍
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、

こ
の
よ
う
な
幅
広
い
市
民
の
皆
さ

ん
の
応
援
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 

中
野
あ
き
と 
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京
王
線
高
幡
不
動
駅
の
駅
舎
改

築
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
駅
舎

が
完
成
す
る
と
南
北
自
由
通
路
が

で
き
て
、
あ
ら
た
に
北
口
が
開
設

さ
れ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
も
設
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

 

同
時
に
、
モ
ノ
レ
ー
ル
駅
と
自

由
通
路
で
結
ぶ
た
め
に
三
階
の
高

さ
の
橋
上
駅
と
な
り
、
ホ
ー
ム
に

出
る
た
め
に
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

又
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
三
階
部
分

に
あ
る
改
札
口
ま
で
上
が
り
、
再

び
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
降
り
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
同
駅
は
、
不
動
尊
参
拝
客
な

ど
高
齢
者
の
利
用
が
多
い
駅
で
す
。

東
京
消
防
庁
の
平
成
十
六
年
の
調

査
に
よ
る
と
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

か
ら
の
転
倒
・
転
落
事
故
が
約
半

年
間
で
三
七
一
件
も
起
き
て
い
て
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
安
全
対
策
が

新
た
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

◆
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は 

 
 
 

 
 
 

改
善
が
実
現
◆ 

 
高
幡
駅
の
改
善
を
求
め
て
運
動

 

高
幡
不
動
駅
の
改
築 

今
の
改
札
口
と
地
下
通
路
を
残
し 

 
 
 

混
雑
の
緩
和
と
安
全
対
策
を 

 
 

 

し
て
き
た
「
み
ん
な
に
や
さ
し
い

高
幡
不
動
駅
を
つ
く
る
会
」
は
、

計
画
さ
れ
て
い
る
十
一
人
乗
り
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
改
善
、
ラ
ッ
シ
ュ

時
や
年
始
な
ど
の
混
雑
緩
和
と
安

全
性
の
確
保
対
策
と
し
て
、
既
存

の
改
札
口
と
地
下
通
路
を
、
臨
時

改
札
口
・
通
路
と
し
て
残
す
こ
と

な
ど
を
繰
り
返
し
市
や
京
王
電
鉄

と
交
渉
し
て
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
中
野
あ
き
と
市
議
は
、

六
月
市
議
会
の
中
で 

「
五
億
も

の
市
の
税
金
を
投
入
す
る
改
善
事

業
で
あ
り
、
こ
う
し
た
提
起
を
真

剣
に
検
討
す
べ
き
だ
」
と
指
摘
し

ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
経
過
の
中
で
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
に
つ
い
て
は
十
五
人
乗
り
に

改
善
さ
れ
、
懸
案
だ
っ
た
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
内
で
の
電
動
車
椅
子
の
方
向

転
換
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
既

存
改
札
口
の
利
用
に
つ
い
て
も
担

当
課
長
は
「
京
王
側
に
ご
指
摘
の

点
を
改
め
た
話
を
し
て
み
た
い
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し
た
た
め
に
記
録
に
つ
い
て
は
存

在
し
ま
せ
ん
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

敷
地
を
借
地
で
確
保
す
る
計
画
に

つ
い
て
は
口
頭
で
の
や
り
と
り
で

あ
っ
て
、
協
議
の
記
録
は
「
一
切

存
在
し
な
い
」
と
い
う
の
で
す
。

信
じ
ら
れ
な
い
話
で
す
▼
所
得
税

各
種
控
除
の
見
直
し
、
定
率
減
税

の
廃
止
な
ど
の
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

大
増
税
」
。
政
府
税
調
が
発
表
し

た
の
は
都
議
選
告
示
直
前
の
六
月

二
一
日
で
し
た
。
自
公
民
は
あ
わ

て
て
推
進
・
旗
振
り
役
の
態
度
を

偽
り
「
反
対
」
の
ポ
ー
ズ
。
早
速

反
撃
し
ま
し
た
が
、
改
悪
を
重
ね

た
選
挙
法
に
よ
る
選
挙
期
間
は
わ

ず
か
十
日
間
。
歯
ぎ
し
り
の
思
い

で
し
た
。
し
か
し
た
た
か
い
は
こ

れ
か
ら
で
す
▼
じ
り
じ
り
す
る
思

い
で
報
道
さ
れ
る
開
票
結
果
を
見

て
い
ま
し
た
が
、
し
び
れ
を
切
ら

し
て
風
呂
に
。
部
屋
に
戻
る
と
留

守
電
に
「
村
松
当
選
」
の
吉
報
が
。

票
数
が
気
に
な
り
事
務
所
に
電
話
。

周
囲
の
歓
声
で
相
手
の
声
は
ほ
と

ん
ど
聞
き
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

定
数
二
の
日
野
市
で
市
長
選
を
共

に
た
た
か
っ
た
市
民
の
方
々
と
の

共
同
の
勝
利
。
意
義
の
大
き
さ
を

改
め
て
か
み
し
め
て
い
ま
す
。 

 
 

   

 梅雨が明け暑い夏がやってきました。

きびしいたたかいの後で、いま私は、

さわやかな気持ちで活動しています。

候補者の知らないところでの支持の広

がりは、これまでの支持者の範囲をこ

えていたことが、選挙後の駅頭や街頭

宣伝の中で実感してきました。 

 いつも挨拶してくれる方々に交じっ

て、「おめでとう」と面識のない方からも、こんなに声を掛けて

いただいたことはありません。わたしは改めて今度の選挙での党

や後援会の皆さんの奮闘と、「日野市民の代表を送る会」の方々

が、エンジンを全開して取り組んでいただいたことに、感謝の気

持ちでいっぱいです。 

 同時に「今の政治を変えたい」との願いがこもった勝利である

と受け止めています。 

 若い方の不安定な雇用問題の解決で、展望の持てる社会を。石

原都政の福祉切捨ては許さない。サラリーマン大増税や消費税増

税、憲法改悪の動きへの怒りが、共産党の村松みえ子への支持に

つながったのではないでしょうか。このご期待にこたえて力いっ

ぱいがんばります。 

短信 

 

市
は
特
養
ホ
ー
ム
「
あ
す

な
ろ
」
の
開
設
を
め
ぐ
る
協

議
記
録
を
「
非
開
示
」
に
し

ま
し
た
。
「
窓
口
に
て
対
応

日野市と設立代表者の「協議記録」 

  市が「情報」を非公開に 

社
会
福
祉
法
人
が
所
有
す
べ
き
敷
地
を
、
不

動
産
会
社
に
高
額
の
借
地
料
を
支
払
っ
て
確

保
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

そ
の
不
動
産
会
社
の
代
表
者
は
、
自
民
党
市

議
の
政
治
団
体
会
計
責
任
者
が
つ
と
め
て
い

ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
の
党
市
議
団
の
質
問
で
、
敷
地

を
借
地
で
確
保
す
る
方
向
に
つ
い
て
は
「
非

開
示
」
と
さ
れ
た
期
間
に
、
市
と
社
会
福
祉

法
人
設
立
代
表
者
と
の
間
の
協
議
で
確
認
さ

れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

市
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
計
画
を
容
認
し
た

の
か
。
「
協
議
記
録
」
を
公
開
し
て
市
民
に

説
明
す
る
責
任
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

 

日
本
共
産
党
日
野
市
議
団
は
、
市
内
百
草

に
建
設
予
定
の
特
養
ホ
ー
ム
『
あ
す
な
ろ
』

の
、
開
設
経
過
に
関
す
る
情
報
開
示
請
求
を

日
野
市
長
に
対
し
て
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、 

六
月
二
十
三
日
、
市
は
、
こ
の
問
題
の
核
心

部
分
に
関
わ
る
行
政
情
報
を
「
非
開
示
」
と

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。 

 

「
非
開
示
」
と
さ
れ
た
の
は
「
二
〇
〇
三

年
七
月
七
日
か
ら
八
月
二
十
六
日
の
期
間
の
日

野
市
と
社
会
福
祉
法
人
設
立
代
表
者
と
の
協

議
に
関
す
る
記
録
一
式
」
で
す
。
こ
の
特
養

ホ
ー
ム
は
、
来
年
二
月
開
設
を
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
市
は
十
億
円
の
建
設
補
助
金
を

支
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
こ
の
計
画
で
は
、
認
可
条
件
か

ら
す
れ
ば
、
本
来
特
養
ホ
ー
ム
を
運
営
す
る

    《８・９月の無料法律相談》 

村松みえ子事務所 午後６時～８時 

     ８月 ４日（木） ９月 １日（木） 

市役所６階・共産党控室 午後１時～３時 

     ８月１１日（木） ９月 ８日（木）                         

 

※予約が必要ですので、お申し込み下さい。 

         村松事務所 ℡582-0504  

         中野事務所  ℡599-3350 

東電変電所問題・住民の請願を不採択に 

   

 東電高幡不動変電所の「建設に関する請願」は、東京電力

が住民の同意を得ずに変電所建設を強行したことに抗議し、

日野市の指導を要請したものです。市は当初、住民・地権者

の負担と協力によって進めてきた区画整理事業施行者と言う

立場から、東電への強力な指導を行い、その結果、工事は 2

年間も中断してきました。 

 ところが昨年１０月、東電が一方的に工事を再開すると姿

勢を転換、工事の強行を容認。住民には「東電と話し合って

ください」と繰り返すだけで、「仲介」「斡旋」の域を出な

いものになってしまいました。 

 市も、与党議員も「工事がすすみ既成事実となれば…」と

でも思っているのでしょうか。ここは区画整理地域でもあり

ます。住民に良好な環境を約束して「減歩」などの負担をさ

せ、協力させてきた区画整理施行者としての市の責任は免れ

ることはできません。 


